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新刊
紹介

■ 岡部正義 ■

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｊ
・
ヘ
ッ
ク
マ
ン
著
、
古
草
秀
子
訳
、
大
竹
文
雄
解
説

『
幼
児
教
育
の
経
済
学
』東洋

経
済
新
報
社
、
二
〇
一
五
年

　

本
書
は
、
幼
児
教

育
の
重
要
性
を
論
じ

た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ

る
。
原
著
は
二
〇
一

三
年
に
出
版
さ
れ
て

い
る
。
著
者
は
労
働

経
済
学
を
中
心
に
多

数
の
重
要
研
究
を
生

み
出
し
て
き
た
国
際

的
に
著
名
な
経
済
学

者
で
あ
る
。
特
に
選
択
バ
イ
ア
ス
を
計
量
経

済
学
的
に
処
理
す
る
ヘ
ッ
ク
マ
ン
の
二
段
階

推
定
法
（
参
考
文
献
③
）
を
開
発
し
て
そ
の

後
多
く
の
経
済
学
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

二
〇
〇
〇
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞

し
た
が
、
既
に
半
世
紀
近
く
前
か
ら
人
的
資

本
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
。
幼
児
教
育
も
そ

の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、「
ペ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
「
ア
ベ
セ
ダ
リ
ア
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
ア
メ

リ
カ
で
実
施
さ
れ
た
二
つ
の
無
作
為
実
験
的

な
幼
児
教
育
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
証
分
析

に
主
に
基
づ
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
や
貧
困
度
の
点
で
周
縁
的
な
家
庭
背

景
に
あ
る
乳
幼
児
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

数
十
年
の
大
規
模
追
跡
調
査
を
可
能
と
し
た
。

　

構
成
は
、
パ
ー
ト
１
「
子
供
た
ち
に
公
平

な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
」、
パ
ー
ト
２
「
各

分
野
の
専
門
家
に
よ

る
コ
メ
ン
ト
」、
パ

ー
ト
３
「
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
支
援
す

る
」
の
三
部
、
そ
し

て
大
阪
大
学
・
大
竹

文
雄
教
授
に
よ
る

「
解
説
」で
締
め
く
く

ら
れ
る
。
本
書
の
詳
し
い
学
術
的
要
点
は
大

竹
教
授
に
よ
る
「
解
説
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
は
ご
く
簡
単
な
サ
マ
リ
ー
と
読
後
感

を
お
伝
え
し
て
「
新
刊
紹
介
」
と
し
た
い
。

　

著
者
ら
の
一
連
の
研
究
成
果
は
、
技
能
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
累
積
的
に
蓄
積
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
技
能
形

成
の
理
論
（
参
考
文
献
②
④
）
を
理
論
的
背

景
と
し
つ
つ
、
実
証
分
析
か
ら
、
教
育
介
入

は
早
期
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
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0

0

0

0

0

0

0

0

効
果
が
大
き
く
、

Ｉ
Ｑ
や
教
科
の
点
数
な
ど
の
認
知
ス
キ
ル
だ

け
で
な
く
、
協
調
性
や
自
立
性
、
忍
耐
力
と

い
っ
た
非
認
知
ス
キ
ル
の
向
上
に
む
し
ろ
奏

功
し
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
る
。
非
認
知
ス

キ
ル
は
、
認
知
ス
キ
ル
と
同
様
に
、
労
働
市

場
に
お
け
る
評
価
に
つ
な
が
る
し
（
参
考
文

献
①
）、
人
生
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
そ
の
も
の

も
高
め
る
た
め
の
ス
キ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
書
に
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
の
は
パ
ー

ト
２
だ
ろ
う
。
教
育
学
・
社
会
学
・
心
理
学

者
、
教
育
実
務
関
係
者
な
ど
各
専
門
家
が
、

著
者
の
仕
事
に
賛
辞
と
と
も
に
、
コ
メ
ン
ト

や
反
論
を
展
開
す
る
。
例
え
ば
、
幼
児
教
育

が
親
（
特
に
母
親
）
に
も
影
響
す
る
と
い
う

相
互
作
用
性
（
五
三
ペ
ー
ジ
）、
父
親
の
重

要
性
（
五
四
ペ
ー
ジ
）、
実
験
規
模
の
小
さ

さ
へ
の
疑
義
（
六
一
ペ
ー
ジ
）、
思
春
期
の

重
要
性
や
脳
の
知
的
・
社
会
的
ス
キ
ル
の
展

性
（
六
五
ペ
ー
ジ
）、
そ
し
て
、
幼
児
教
育

の
重
要
性
を
説
く
だ
け
で
な
く
効
果
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
と
す
れ
ば
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
具
体
性
あ
る
議
論
の
必
要
―
―
こ
の

指
摘
は
教
育
学
を
追
求
す
る
者
に
と
っ
て
当

然
の
問
題
意
識
で
あ
ろ
う
―
―
（
八
五
ペ
ー

ジ
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
ー
ト
３
で
著

者
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
再
び
強
調
し
、
パ

ー
ト
２
に
同
意
や
反
・
反
論
を
展
開
し
、
本

書
の
主
張
は
一
層
強
化
さ
れ
る
。

　

著
者
ら
の
研
究
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
先
進
国

を
超
え
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
き
た
。

途
上
国
の
「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
進
め
る

う
え
で
も
早
期
教
育
・
就
学
前
教
育
の
見
直

し
が
進
ん
で
い
る
（
参
考
文
献
④
）。
こ
の

分
野
に
お
い
て
は
、
社
会
科
学
だ
け
で
な
く

生
体
機
序
の
理
解
も
不
可
欠
で
あ
り
、
文
理

の
学
際
も
求
め
ら
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

加
え
て
、
乳
幼
児
期
が
貧
困
や
暴
力
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
恐
怖
や
欠
乏
に
脆

弱
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
事
実
を
改
め
て
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
。
経
済
学
や
教
育
学
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
特
定
社
会
や
特
定
国
を
超
え
、

保
護
と
教
育
を
兼
ね
合
わ
せ
て
人
間
の
安
全

保
障
の
理
念
を
追
求
し
て
い
く
際
の
臨
界
期

と
し
て
乳
幼
児
期
が
あ
る
、
と
含
意
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
の
は
深
読
み
に
過
ぎ
た
だ

ろ
う
か
。
本
書
の
効
率
性
と
公
平
性
、
公
正

性
に
ま
た
が
る
議
論
は
ポ
ス
ト
２
０
１
５
の

教
育
開
発
を
考
え
る
う
え
で
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
経
済
学
の
巨
人

と
各
専
門
家
と
の
討
論
を
平
易
な
エ
ッ
セ
イ

集
の
ス
タ
イ
ル
で
伝
え
る
本
書
か
ら
幼
児
教

育
の
意
義
を
一
つ
で
も
多
く
を
学
び
た
い
。

（
お
か
べ　

ま
さ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

出
版
企
画
編
集
課
）
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